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iヒ方少靫民衆ウ^ ルタの利繍と衣既にフしノヽて（峯^布）

　　　　　　　　　　　　元d蔵弗ぺ　　回中叔乃

被　服　Ill

　耳的　a 机豪攻参政37W尺兪乙　葡戴支部式次匯かヽv/ヽて'~iヒこ$タ獣り鰐ウイルタの丈犠

と剃韓「にｰ，い･て」ヒ題して珊免驚裁を行な。n..

々ﾉ1〉レタ尺恢＼^:　非華,り!/’皺で蜀り　戦捷　す>、リン刀ヽりヒ海道に抑mし靫という移碑D｀

ら　曰帯^活の申で羞珊され｡・葺板衣筑。残仔爽料り;ヽ■^J､ﾉヽ. そレて　サ;^リンでのi£,堵

を知るウ･f )u タ族もかな.く'-J･つX 遼ている. このア‘更的状呪＼痔・t　機,坏のもフ嗅札氏

阿扱の識承丈l巳cしての刺繍'c色彩の義1.さに　環< 典嘸をもっr<a 可ヽ蜀る，

今1&＼-t：　セA)レタの剌糊φ　衣生活・印f･どのa うに　扱りれていTこめ-Jヽ衣戻形態^ り

■h･≪:で調をし概暫笥る｡

　:い欧　■f)ヽ，<■)ソめオタス，？採慕ざ札尺ﾀ戈弓資料h　サハ,I) ンでのと?各轜験をむつウ^ Iレ

タ婦X.-!|-^製咋しr-衣緞を棚奎＼-　爽坤脈作を飢ff･匯択構成の面々ヽら禰喇を行な・re.

　拍鳶　^ ｛ルタ気概,・柳貧欠化の面z-ヽ＼T　サ;＼ I)-V に拾て砥:隣民概で助-,丁そ￥りヤー

ク啼縛i八アイ5?. I'Mヌヽ・ヽ îj^ヽ。衣原形咎,・捧尽アイヌ切　ア。>レジ唾　イド^ k ヽ≫裏'■J!

り　A> レろ　ダご峰を鳶他の瘍Y するりV ﾀヽ－ス葦舟嫌貳枚であり　■ヽT カi 飼噺を^業k

オーヤロキ3ン或o) 衣啖に　i り央返｡爺,-i,<莫られる．･O^，^l才　X降りをう参弓場k. し･ζい

r-iシ^ >iノタ氏概で訥唇。ヽら　央廼蔵。'め-,ても不曙i歳々tf な,へ，

^ Ki午雪ソ扱の作限￥の建い＼-f- ヤオルダの衣賑u ＼3　羨レヽ,ヽ剌蝶,ぐほVi'こ之れ.rc ^め匂<

勿｡ヽと各うこV:で冽や。
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５月５日（月）第10会場　午前9 :00～12 : 00

ファッシ3刀しジ｀に関すd 赴f:的似り’
一三相主成功ヽ扮灯と柿毀:行列のクラスター刷乍一
日本ず犬計算研　ｏ二客玲子　日本す犬良政中耕邦､Ｆ

　乃次ゐで観剃されたデータ(?) 分杵蔵と卜, 囚か分疼主成分分布,ゑ量化丿等の手拡ヵヽ゛

用いられてぃふ。これらの手減は，例えぼ入/人分の身鵬個健ﾃﾞ｀づいヽ7 J: 7 な単価z-

刃（淳乙部）データi;対t る解莉砿,てあj. 本研なば, 乙翔丿元デ-7 （埠μ目）にフ

いての解杵を柘みた，芦種のファッ斗。/r. 対しリメーV I:測るn (illの形簒詞をS P ま

で゛抑酎ぜた八/人分のデー7 r, 手議は淳∂祁テープ削固人東歴荷モデル丁IﾉCKEJ? ２ を用

v喰。個んi {'1, ,ﾄ) ，諏念ヽi （=7……, p) を変載(形容詞）麦(-1,･-■･, n ) (い7ヽ,ヽ

r S9iiヽて゛評碑リ/)iを〉くLfl とずる。>くiを楳皐ねり k,(7)をZi <iすi 。個人:" とのZi i:

乙^aCびに分解する，TﾉCKER 2≪.f)レの解は，ΣTrにー＆Ci/4り2i-&a町吻最小z解

いて求まる．Q-li, 卜0 の梱冷゛co呻oii w↑行列｛因，｝負荷行列）,A [i, ”゛知郡

部如t,叩，nen十行列（回利和行列）で｀あリ, cai，個ん的特蜜行列（籾行列）り）る，

解凍りマ亨くすa /こめ，Ciが｀なるべく対削抒垣なるよクベvariMの回彰,をずる。

　柘' CO叩owent (i。准行肯息，否定をか1 i軸，篤心。叩。ゆけ[3.，フォ-マルな,ラ

フなk Vヽう/iメータを分ける軸，いわゆI丁,r.o性の軸fあリ, 第1,第i軸共客観釣/f

メーぐに関する囚,｝が:抽出,ぐれた，第3 co叩onent U ,遊廓が討I ふ着たいi (/う主観的

/|メー->"に関ずる旧-3- が葡虫りKTs。

　個ん詩徴節列Ut 7 ラスター糾^「I- J.り暦織しフ7 ッショバメー~V判関りかレー

ビンブを試ふu砥粟，名観vxi/j / －-/I'.関り町恥り暇人ゑ,ヽ･ヽみら釦だ。^ nは, 回子得

ゑにお吋り固人差ヒみいt ≫吋｀い.


